




有期労働契約の主なルール
◆無期労働契約への転換（労働契約法第18条）
　　同一の使用者との間で、有期労働契約が通算で５年を超えて繰り返し更新された場合は、労働者の申込みにより、
　無期労働契約に転換します。（平成25年３月31日以前に開始した有期労働契約は通算期間に含めません）。

◆「雇止め法理」の法定化（労働契約法第19条）
　　過去の最高裁判例で確立している、雇止めに関する判例法理（雇止めについては、労働者保護の観点から、一定の場合
　にこれを無効とするルール「雇止め法理」）が、労働契約法に規定されました。

◆不合理な労働条件の禁止（労働契約法第20条）
　　有期労働契約者と無期労働契約者との間で、規定の定めがあることにより不合理に労働条件を相違させてはなりません。

等 する必要があります。
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